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◎開議の宣告

〇神谷長平議長 これより本日の会議を開きます。

〔午前１０時００分 開議〕

◎一般質問

〇神谷長平議長 日程第１、一般質問を昨日に引き続き行います。

順次発言を許可します。

◇ 大 野 貞 夫 議 員

〇神谷長平議長 13番、大野貞夫議員。

〔13番 大野貞夫議員登壇〕

〇13番 大野貞夫議員 おはようございます。議席ナンバー13番、大野貞夫です。今回の私の質問は、

新型コロナウイルス感染症に関わる生活支援についてということで質問をさせていただきます。

これから私の話す内容は、全てお金のかかる問題なので、町長には大変頭の痛いことになるかも

分かりませんが、そういう点では、ほとんど町長の胸一つの決断で決まる内容になりますので、各

課の担当課長というよりも、むしろこの１時間、町長と私と１対１でお話をする、そんな感じにな

ると思いますので、よろしくお願いいたします。

ご承知のように今年１月中頃でしたか、お隣の中国において新型ウイルスによる感染症のうわさ

が、日本でもメディアを通して話題になり始めました。そして、２月の後半ぐらいからですか、ク

ルーズ船での集団感染、またヨーロッパをはじめとした旅行帰国者を通じて国内でもあっという間

に、瞬く間に感染の拡大が広がったわけです。日本国内はもとより今や全世界に拡大をして、ＷＨ

Ｏでは世界にパンデミックを宣言する、こういう時代になったことはご承知のとおりであります。

日本に住んでいる全ての人が全く経験したことのないこの状況の中で、多くの人が今現在苦難を強

いられている、これが状況だと思います。

そこで、まず町長にお聞きしたいのですが、町長もまさに初めての経験になるわけですが、こう

した状況をどのように感じておられているのか、その辺の認識についてお聞かせをいただきたいと

思います。

〇神谷長平議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 今回の新型コロナウイルス感染症に対しましては、ウイルスというまさに目に見え

ない災害というふうに思っておりまして、今議員のほうからご質問ありましたが、日本国内はもと

より世界中でまさに感染拡大が広まっているということを考えますと、非常に恐ろしい病気である
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というふうに認識いたしております。また、この新型コロナウイルス感染症拡大に伴いまして、国

では４月７日に出されました緊急事態宣言、それ以降、県の事業者、それから休業要請や住民の皆

さんへの外出自粛要請による経済や生活への影響が大変大きいわけでもありまして、町民の皆さん

の負担や不安は解消といいますか、まさに大変な状況であるというふうに感じているところでもあ

ります。現在、町のほうでは、今のところ感染症の発症者ということは報告はされていないわけで

ありますけれども、最近の福岡県北九州市の発生の状況などを考えてみますと、今後の感染拡大に

対する備えというのは十分危機感を持って対応していかなければならない、備えをしていかなけれ

ばならないというふうに感じているところでもあります。

以上、私の認識という形で申し上げました。

〇神谷長平議長 大野貞夫議員。

〇13番 大野貞夫議員 まさにかつてない、今までにない事態でありますので、この状況というのは

今私たちのいわゆる命、人の命と同時に暮らしの問題にも直撃している、こういうことだと思いま

す。今の日本の状況からすれば、もちろん命がまずは第一なのですが、命がだめになったり経済が

だめになったら、もう日本は終わってしまいます。命をまず優先するのですが、同時に経済もそれ

によってやっぱり全く、お隣の国の中国みたいな、ああいう国はやることが非常に過激ですから、

それなりに効果もあるのでしょうが、私たちの日本という国はそういう国ではないわけです。私は、

ここで改めて憲法第25条を読んでみたのです。第25条は、皆さんご承知だと思いますけれども、ま

ず最初に、「すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する」と、そして２つ

目は、「国は、すべての生活部面について、社会福祉、社会保障及び公衆衛生の向上及び増進に努

めなければならない」とうたっています。しかし、今の日本というのをちょっと振り返ってみます

と、今盛んに新自由主義という言葉が言われております。これはどういうことかというと、基本的

には経済至上主義、それが中心になっているわけです。そして、それによって何が起きたかという

と、人間にとって、生きていく上にとって一番必要ないわゆる社会保障、この切捨て、もう毎年切

り捨てられてきたと、そして同時に、我々人間による地球環境の破壊、これらによって今日の新型

コロナ感染症の影響がまさにもろにかぶさってきたと、ふだんはなかなか目に見えない矛盾がここ

で一挙に浮き上がってきた、これが今日の特徴だと思います。そういう中でこの新型コロナウイル

ス感染症に関わって、今日本では様々な支援策、これが国、県、各自治体の独自施策が展開されて

いるわけですけれども、私が特に心配するのは、これら行政の網の目からこぼれ落ちている人たち

がいるということです。この人たちは、本当にもう今日、あしたどう生きていこうかと、国の支援

策、これが一律10万円出ました。これもその話があったのは、はるか前にもうそういう話が出てい

たわけです。最初国のほうで出してきたのが30万円と、あまりにも不公平ではないかというので、

一晩でひっくり返ったわけです。国民の怒りの声が非常に大きく上がった。これに対して10万円と

いうものが決まって、かつてないことですが、全国民に一律で10万円支給をするということがあっ
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たわけです。昨日もお話がありましたけれども、邑楽町は早かったです。いろんな人がその点は評

価しています。昨日もそういう同僚議員から話がありましたけれども、そういう意味で今私が言っ

たように、こうした網の目からこぼれ落ちている人が出て、この人たちをどうするかと、その結果

がいわゆる支援策がいろいろ出ていますけれども、全て後手後手できていますから、それが遅い、

またそれらの支援金を申請するについても、非常にその条件が厳しい、それから提出するにも物す

ごく煩雑だということ、そのために先の見通しがなかなか立たないという人たちが大変いるという

ことです。一つには、その経営に大きな影響を受ける事業者の事業計画、これを支える持続化給付

金という制度があります。これは昨日からですか、国会も始まりました。今、私と同じ時間帯に共

産党の志位委員長が質問しているのです。私は、本当は聞きたかったのですけれども。この一つの

経営に大きな影響を受ける事業者の事業継続を支える持続化給付費、今言ったような国会でも今や

っています。今国会では、二次補正ということが言われているわけですけれども、この中でも、今

朝の新聞にも書いてありました。４割の人は入金が遅れているがために死活問題になっているのだ

ということが、今日の新聞にも大きな活字で載っていました。また、最近この事務事業ですか、こ

れが何か一社団法人、わけの分からない社団法人です。それから、いわゆる電通とかパソナ、こう

いうところに再委託をして外注化している、この問題が今またクローズアップされて、今日あたり

も恐らくそういう問題が追及されているのではないでしょうか。この持続化給付金は、ご承知のよ

うに中小零細企業に対しての支援策ですが、国は法人で200万円、それから個人では100万円、群馬

県では独自策として、金額は他の県と比べると低いのですけれども、20万円支給と、こういう制度

になっています。しかし、問題は前年同月比で売上げが50％減少が要件、こういう機械的な線引き

に今批判が高まっているわけです。その中小零細企業や今よく言うフリーランスとも言われていま

すけれども、フリーランスの実態に合ったものにやっぱり改善する必要があるわけです。それらが

明確になってきました。そのために各自治体では、これら国、県の基準に満たない事業者の皆さん

に独自の支援策として、小規模事業者を対象とした独自の支援を行うことになっているわけです。

法人、個人とも、これは申込みできる制度です。

６月５日現在、近隣の各市、町の現況はどうなのかということでちょっと資料を取り寄せまして、

それをご紹介をしたいと思います。まず、館林市、小規模事業者支援給付金という名前で、給付金

額が１事業者当たり一律10万円、館林市はこれをつくりました。画期的なことは、この市税の滞納

があっても給付するのです、館林市は。これはすばらしいことだと思います。それから、太田市は

小規模事業者等応援給付金という名前で、給付金額が１事業者当たり、これも一律10万円、それか

らお隣の大泉町は、営業継続支援金という項目で、１事業者当たり給付金額が一律３万円、千代田

町、中小企業者等緊急支援金支給事業、これも給付金額が１事業者当たり一律３万円、板倉町、事

業継続支援給付金事業、これも１事業者当たり一律３万円、ただし、納税の猶予を認められている

場合はこの限りではないということが板倉町の特徴です。
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今、ご紹介いたしましたように、私たちのすぐ隣の町、市では、こういう制度をもう既につくっ

て、今それを運用しているということであります。邑楽町はどうかというと、議会からの細目17項

目にわたっての緊急要望、そして総務課長のほうからも報告ありましたように、各課の聞き取りで

54項目、71項目にわたって具体化されたのが邑楽町の支援策ということで、私たちの手元にも示さ

れたわけです。この内容を見ますと、かなり今までマスク10枚だけだったわけですから、その後、

いろんな点が盛り込まれたということについては一定の評価をいたしますけれども、この中小零細

企業、この項目については、中小企業の振興資金融資制度の拡充ということで出ております。これ

も今までよりも前進したわけですけれども、これは融資ということですから、給付ではないわけで

す。あくまでも融資であって、これは返さなくてはならないと、こういう制度。

そこで、具体的に伺いますけれども、邑楽町でも施策として、ぜひこういった、遅ればせながら

でもやはり今こういう一番大変なところ、50％に満たない、極端に言えば45％、49％でも対象から

外されてしまうわけですから、ここにやはり目を向けた施策として、私は考えてほしいというふう

に思うのですが、町長の考えを伺います。

〇神谷長平議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 まず、国から町民の皆さんに給付されたいわゆる10万円の給付金の事業であります

が、議員のほうから、早い時期に支払われたということで、多くの町民の皆さんに感謝されている

というご発言をいただきました。担当する職員はもとより職員が一丸となりましてこの事業に当た

ったわけでもありまして、本当に職員にも私自身感謝しているところでもありますが、大変お褒め

のお言葉をいただきましてありがとうございました。

さて、具体的なご質問の中でありますけれども、いわゆる小規模企業の支援給付金事業につきま

しては、40事業の中には掲載はされていなかったわけですが、その原因はなかなか事業者というこ

とがつかめなかったということも背景にあるわけです。しかしこれまた担当のほうに努力してもら

い、その数値がある程度固まってまいりました。現在、これは平成26年の経済センサスの基礎資料

なのですけれども、それによりますと邑楽町には約960ほどの事業所があるというようなセンサス

調査でもありますが、そのうち先ほど50％よりもということでありましたが、町としてはその減少

額をちょっと低めに抑えて、40％ということを今担当のほうで検討しているところでありますが、

そういうことを考えますと、対象となる事業者が約300ほどになるのかなというふうに思っており

まして、この小規模企業の皆さんが大変な状況に置かれているということは、私も十分承知をいた

しておりまして、昨日の補正予算等の中でもいろいろご議論がありましたけれども、早急に取り組

むものについては、いわゆる専決処分で行うべきではないかというようなお話も、ありがたいお話

もいただいたわけでもありますので、その数値が固まった折には、この対象となる事業者について

も十分考えていきたいというふうに思っておりますので、またその節は議員の皆さん方にもお知ら
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せをいたしますけれども、そのような考え方でこれから進めていきたいと、このように思っており

ます。

〇神谷長平議長 大野貞夫議員。

〇13番 大野貞夫議員 今、事業者数約960と、これは平成26年度の資料でいくと、そういう数。今

は、もうちょっと減っているのではないですか、それからもう３年、４年たっていますから。特に

この中小、いわゆる零細企業、従業員の方が５人以内とか、こういうところが非常に邑楽町多いわ

けです。特に今回のコロナの影響を受けているというのは、卸売業とか小売業とか、それから飲食

店、宿泊業って書いてありますが、宿泊業は邑楽町はそれほどありませんから、特に飲食関係です。

私、この間いろいろお店とか、そういうところも何軒か訪ねてちょっと聞いてみたのですけれども。

いわゆる今テレワークということが非常に盛んに言われています。だけれども、本当に中小、零細

の場合は、テレワークで仕事をするというのは難しいと、例えば工場とか、そういうところにおい

ても、もうぎりぎりの人数で仕事している関係で、いわゆる密を減らすためにそこを減らすという

ことは、とてもそれは難しい話だという話、それから例えば融資をしてもらっても、これは返済で

きるか不安だというようなことで、何らかの何か対策をしてほしいという声も聞きました。細かい

点でそのほかにもいろいろありましたけれども、そういう状況がやっぱり今現実にあるということ

をまず認識する必要があると思います。そのほかにこういう話も出ました。今あるところの預金を

崩しながら、引き出しながら、やっと商売をしていると、それから家賃とか固定費のいわゆる負担

が大変だという話、やっぱり普通の小売店なんかについては、お客さんが今スーパーとかコンビニ

にみんな流れているのだと、だから今までみたいにお客さんが来てくれない、何とかしてくれと、

個人店は見捨てるのですかというようなことも言われていました。切実なやっぱり問題なのだと思

います。こういった各種のアンケートとか、そういうのを見ましても、本当に一生懸命努力してい

る各飲食店、居酒屋とか、私たちの庶民の憩いの場であるわけです。ところが、お店をやっていけ

なくなる、辞めていかざるを得ないと、そういう点からすれば、そういうお店の明かりが消えてい

くということは、やはり先々のことを考えれば町の活気がなくなる、それから寂れる状況というふ

うになっていくと思うのです。そういう状況を絶対つくってはいけないと、国や県が面倒を見ない

のであれば、それは限界がありますけれども、せめて自治体が独自にでも、今言ったような例を挙

げましたけれども、そういうことを邑楽町もやはり考えていく必要があるのではないかという点で、

今町長から答弁がありました。話の内容からすると、やっていただけるのかなという期待感を非常

に持つわけです。そのために、町長、財政調整基金、私はいつもよく言うのですが、町長は平時で

も15億円ないしは16億円あればというのをいつも町長言います。今、いろいろと今回取り崩したり

なんかしましたから、それでもこういうコロナの時期に仮に半分使っても、町民で怒る人いません。

よくやってくれたというふうに褒められるのではないですか。だから、物事には優先順位があるわ

けです、その中でも。だから、優先順位という点から考えれば、こういう時期に昨日も、これは通
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告してありませんから、ちょっと別の話になりますけれども、この間のトイレの話があったでしょ

う。トイレの話だって、私だけではなくて各同僚議員からも、もう予備費でも使ってでもやればい

いのではないかという声も出ました。ですから、この際ですから、私は今さっきも言ったように、

お金のかかる話をするから頭が痛くなるだろうけれども、やっぱり決断をするときは決断をして、

コロナがあるからいいチャンスですよ、逆に言えば。ぜひそういう点では、先ほどのお答え非常に

力強く感じましたので、ぜひよろしくお願いしたいと思います。

それでは次に、これも町長には何回か前に全員協議会の中でお話をさせていただきましたけれど

も、この新型コロナウイルスに感染した場合に、これは国の制度としていわゆる国民健康保険の関

係で傷病手当金、これは国がお金を出すということでこの制度ができました。邑楽町の中でも、こ

の40項目の中に入っております。ただ、問題はいわゆる被保険者と言われている人達はもちろん該

当するのですが、この事業者、この人は除かれているのです。事業者といったって、さっき言った

ように零細企業の人たちが多いわけですから、その零細経営者の事業者がもしコロナに感染した場

合、傷病手当金出ないのです。ただ、町のほうのあれからすると、何万円かの見舞金という形で出

るという話になっています。だけれども、傷病手当金というのは休んでいる間は補償されるわけで

すから、全額ではないにしても、ほとんどそれに近い額が。これは非常にありがたい施策なのです。

だから、それをぜひできればその事業者にもできるように、国はそういうふうに言っていませんか

ら、やるとすれば町でやる以外にないのですけれども。

ちなみに、町で自治体でやっている例をちょっと申し上げますと、岐阜県飛騨市というのがあり

ます。それから、鳥取県岩美町、この経験を書いた記事をちょっと入手しましたので、これを紹介

しますと、新型コロナ感染症で療養のため働けなくなった場合の傷病手当金を創設、これは邑楽町

も同じです。国が支援する被用者だけでなく自治体独自の財政措置を行い、個人事業主も対象に含

めることになりました。この両自治体とも前年度の事業所得を365日で割った１日分の３分の２の

額を支給すると、支給要件は被用者向けの傷病手当金と同じです。岩美町では、国からの臨時交付

金なども活用して、一般会計から繰り入れ、４月の補正予算でほかの新型コロナ感染症対策ととも

に専決処分で決められ、約185万円を計上しました。こういう記事がありました。ですから、やろ

うとすれば邑楽町もできないわけがないと、この点についての町長の考えをお伺いします。

〇神谷長平議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 国民健康保険のいわゆる被用者については、昨日の条例改正の中で傷病手当金の支

給ができるということで改正をさせていただいたわけでもありまして、ありがとうございました。

さて、その中で事業者についての傷病手当金の支給についての考えということでありますが、もち

ろん国の国民健康保険に基づいて町のほうでもその条例をつくっているということでありまして、

事業者にその傷病手当金を支給することが、昨日もお答えをしたかもしれませんが、他の被用者保
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険との関係もあるということが恐らく国のほうではあるのではないかというふうに思っております

が、そのことを考えますと、そういった支給要件についての公平性といいますか、そういうことを

考えた場合に、事業者に対しての傷病手当金の支給がいかがなものかということであるわけでもあ

りまして、現在町のほうではそれは考慮していないと。しかし、今岐阜県あるいは鳥取県の例も出

されました。近くでは、手当金ということよりも補助という形ですか、埼玉県のほうでも行ってい

るところもあるようですが、これらについては先ほど議員のほうからもご質問の中にありましたが、

町においてはわずかではありますけれども、そういった状況があった場合には見舞金というような

こともありますので、それらを利用した中で対応していければというふうに思っておりますので、

現在のところ、そのことについては考慮していないということでお答えをさせていただきたいと思

います。

〇神谷長平議長 大野貞夫議員。

〇13番 大野貞夫議員 何度も言いますが、本当にそこのおやじさんとそのお手伝い、お手伝いとい

うか、一緒にやっている奥さんとか、あるいは息子さん、娘さん、そういうところでやっている人

が多くおられるわけですから、そこのおやじさんがもし感染して休んだ場合は、これは目に見えて

どういうふうになるかというのはもう分かるわけで、そこに国や県はそこまで言っていないわけで

す。本当は国や県がやるべきだと私は思います。しかし、そこはやれないということになれば、ま

さに私さっきから言いましたように、行政の網の目からこぼれ落ちた一番大変なところに目を向け

る、それが住民の命と暮らしを守る自治としての考え方からすれば、そういうところにもやはり目

を向けて、こういう制度はこういうふうに決まっているのだからしようがないといえば、もうそれ

で終わりなのですけれども、そういう気持ちをやはり持っていただけないかなということで質問を

させていただいたわけですが、引き続いて、これも前に今から６か月前、令和元年12月議会で質問

をさせていただきました。何度かまた同じような話になりますので、お聞き苦しい点はご容赦願い

たいのですが、いわゆる国民健康保険の減免対策、この拡充ということについて質問をさせていた

だきます。今現在、邑楽町の国民健康保険税の減免対策については、２、５、７の割合で減免をさ

れているわけです。これもやはり今のコロナの影響によって、もう大変な状況が各家庭ともあるわ

けです。要するに国民健康保険は、いつも申し上げますように非常に低所得者層が大多数を占める。

65歳以上かな、独り住まいのお年寄りとか、あるいは低所得者、非正規、そういう人が圧倒的な数

を占めているわけです。こういうところの減免を例えば２割を３割にするとか、５割を６割にする

とか、７割を８割にするとか、そういうことで減免をしていったらどうかなと、これは未来永劫に

わたってというのではなくて、私が今申し上げているのはコロナ対策ということで、コロナによっ

てのことですから、これはかなり理解を得られるのではないかというふうに思うのです。何回か申

し上げましたが、今邑楽町の国民健康保険税の滞納状況はどうかといえば２億1,000万円、344世帯

というのですか、令和元年12月ですから、今多くなっているのか少なくなっているのか、ちょっと
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今の現状は数字を把握しておりませんけれども、２億1,000万、344世帯、そのほかに介護もあるわ

けです。滞納額が2,100万円ですか。後期高齢者が1,900万円、合わせると２億5,000万円からの滞

納を邑楽町は抱えているわけです。こういうことの中で、半年前にも私質問させていただいた国民

健康保険の減免ということで、特に均等割、均等割というのがかかっております、国民健康保険の

場合は。組合健保の場合は、これはありません。そういう点からすると、構造的な問題があるので

す、国民健康保険と健保の場合は。国民健康保険の場合は、いわゆる年収、収入に対しての負担率

というのは14％ないし17％と言われています。組合健保というのは、その３分の１ぐらい、６％な

のです、負担率が。そういう構造的な問題がある。だから、どうしても国民健康保険の人たちは、

非常に厳しい生活環境に置かれている。こういう点で均等割というのが、これはお子さんにもかか

ってくるわけですけれども、邑楽町の場合でいくと18歳以下、いわゆる高校生です。高校生以下、

これが466人という数字があります。442、今向こうで指で指さしてくれました。442、そうします

と１人３万3,000円です、邑楽町は。これを掛けますと、幾らになるのかな、すぐ出てこないのだ

な、466人で計算したのが1,537万8,000円、だから422人だから、これよりも低くなる。これをいわ

ゆる均等割を減免という形になると、前にも質問したときに、前の大朏副町長から答弁があったの

ですけれども、そういうことにすると、その差額の分をほかの人たちに転嫁するのだと、転嫁せざ

るを得ないのだという説明がありました。私は、今邑楽町の国民健康保険財政というのは逼迫して

いる大変な状況、今度は県に移管したという、そういうこともありますので、厳しさを私は重々承

知しております。ですから、この国民健康保険の体系そのものをいじくるのではなくて、やはり一

つは、この間も申し上げましたように、いわゆる子供支援対策、今第六次総合計画の中でも少子化

対策というのが大きな柱でうたわれておるわけです。そういう点に関して、少子化対策の一環とし

てこの均等割を今言った18歳以下、この子供たちに対して３万3,000円、これを減免をすると、こ

れは大きな影響あると思います。特に低所得者、非常に大変な中にもろにかぶさってくるわけです。

子供２人いれば６万6,000円ですから、これを子育て支援策の一環として予算を計上する。事実こ

ういうことをやっている自治体が既にあるわけです。前には実例を示して質問しましたけれども、

実際にこれはできる。そのときの町長の答弁が、こういうことが法的に可能なのかどうかちょっと

勉強させてくださいということを言ったのです。忘れましたか。議事録を見てみれば、そういうふ

うに書いてありますから。だから、私は期待してずっと待っているのですけれども、そういうふう

に答弁したのです。

長々といろいろお話ししましたけれども、まずこの点について、町長の考えを聞かせてください。

〇神谷長平議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 国民健康保険のご質問に対しては何点かあると思いますので、最初のいわゆる減免

制度の問題についてお答えをいたしますけれども、現在国民健康保険条例の中では、町のほうでは
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２割、５割、７割というような制度をとっているわけでもありますが、これを３割、６割、８割に

したらどうかというようなお尋ねでありますけれども、この問題についてはやはり地方税法の中で

この制度が決められておりまして、他の国民健康保険制度は、これはそれぞれの相互扶助というこ

とにもなりますので、そういうことを考えますと、やはり地方税法の法令遵守ということが必要だ

というふうに思っておりますから、お答えとしては、これはなかなか難しい問題だというふうに考

えております。

それから、２点目の18歳以下の方々への均等割、年額３万3,000円というふうになりますけれど

も、この金額を減額したらどうかというようなお尋ねでありますが、これを行った場合、先ほど議

員のほうから442人で３万3,000円、すなわち1,458万6,000円の予算といいますか、それがなくなる

ということになってまいりますので、これらを考えますと、やはり相互扶助的な考え方を見ると、

これを補うという税負担が他の社会保険の加入者の方々ですとか、国民健康保険に加入していない

方々からの税負担といいますか、支援を充てなくてはならない、いわゆる国民健康保険税以外の町

税から投入するということになりますので、利益者負担の考え方からすると、税の公平公正の観点

でやはり考えていかなければならないのではないかと思っております。

それから、その1,458万6,000円の数値を子供支援の対策に充てたらどうかというお尋ねでありま

すけれども、この新型コロナウイルスの感染症対策として、この40事業の中にも含めてあります。

子育て支援としてひとり親家庭臨時給付金ですとか、あるいは高校生世代を対象とした子育て世帯

への支援である高校生世代対象の臨時給付金事業の取組も行っておりますので、ひとり親家庭の方

々、それから高校生世代の子育てしている方々へのこの支援というものは、たしか720万円ほどの

予算措置をお願いし、議決をしていただいたかなと思っておりますが、そういったことで対応して

いきたいと。それから、既にご案内のとおり、町のほうでは現在子供支援事業としては、福祉医療

の無料化はもちろんでありますが、出産祝い金あるいはこの他の保育料の２子、３子ですか、失礼

しました。保育料については、国のほうで既に無料化されておりますので、子育て支援ということ

については十分対応しておりますし、また今後、状況に応じてはそういったことも、議員がご指摘

をされた点についても考えていく必要があるかなというふうに私は思っております。

以上でございます。

〇神谷長平議長 大野貞夫議員。

〇13番 大野貞夫議員 あまりいい返事はもらえなかったのですけれども、次、ぜひこれは認めてく

ださい。今からこれから言いますから。前にも言いました。国民健康保険税を１年間滞納したら、

保険証を取り上げます。代わりに資格証明書を発行します。資格証明書は、持っていけばお医者さ

んにはかかれます。しかし、診療が終わった後窓口で10割請求されます。お金を払わなければかか

れません。これが資格証明書です。滞納は、お金がないから滞納しているのです。ですから、矛盾

しているのですよ、資格証明書を出すって。結果的には、こういう人たちは医者に行かないわけで
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す。その方がこのコロナにかかった場合どうするのだと、例えば胸が苦しいよ、せきが出ている、

熱が下がらないよ、コロナと本人分かっていません。無自覚です。その場合に普通であれば、保険

証があればちょっと行って医者に診てもらって、それで薬を処方してもらって簡単に治る場合もあ

りますし、仮にこの人がコロナにかかっていたらどうしますか。行かないのですよ、そういう人は

医者に。この人がどんどん感染させるわけです。そういうおそれがあるから、私はこの人に対して

は短期保険証への書換えをやって、これも未来永劫ではなくて、このコロナが終息するまでの間で

も限定的でいいと思うのです。そういう書換えをぜひやってほしいということを私は２度ほど町長

にも言った覚えがあります。現に３月13日には、館林市はこれをやっています。郵送で送って。そ

れから、渋川市でもやっています。該当する人が何名か担当課長に聞きました。邑楽町は３名です。

なぜ町長、これいい返事くれないのですか。ちょっとその辺どうですか。これ３回目ですよ、この

質問は。

〇神谷長平議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 滞納されている方々へのいわゆる短期資格証と一般の資格証があるわけでもありま

すが、特に今議員のほうから、コロナ対策に応じたものについてということでありますが、これに

ついては、コロナに感染した場合の資格証ということは、それの取扱いでなくて、一般の保険証と

同じような形で受診できるようになっておりますので、これについては議員のお尋ねの部分につい

ては、十分受診、コロナ感染をして受診できないということにはなっておりませんので、該当者も

私も３名というのは承知をしております。そういった状況でもありますので、そういった場合には

資格証でなくて一般の保険証ということで受診をしていただくということになっておりますので、

ご理解いただきたいと、このように思います。

〇神谷長平議長 大野貞夫議員。

〇13番 大野貞夫議員 町長、私の話をよく聞いてください。全然とんちんかんなことを言っている

のだから。コロナにかかった人は保険で面倒見るのです。これは国で決めたのですから。私が言っ

ているのはそうではなくて、コロナにかかる以前の人が３名いるわけです、資格証明書を発行され

ている方が。この方がもし仮にコロナに感染してしまった場合、医者に行かないのですよ、こうい

う人は。10割負担ですから。野放しになるのです。どんどんうつすわけです。そういうおそれがあ

るので、館林市は13名ぐらいいるらしいです。そういうおそれがあるので、資格証明書ではなくて

その代わりとなる保険証を短期保険証というのです。それを渡すことによって医者に行くわけです、

10割負担ではないのだから。そうすれば仮にコロナでなければ、それはいいのです、それはいいこ

とです。だけれども、行って風邪ですよと、それで済めばいい話ですから。だけれども、この人が

行かないがためにコロナに実際になっていたとしたらば、ＰＣＲ検査をすれば出るわけです。町長

が言うのは、コロナに感染した人は保険証で見るのです。もうそんなの決まっているのですから。
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そこを言っているのです、私は。勘違いしないでください。

〇神谷長平議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 そこの非常に見極めといいますか、その部分の問題だと思いますけれども、国のほ

うでコロナに感染した場合については、保険証ということで利用いただくということは、そのとお

りでもあります。では、その方がコロナにかかっていないということもあるいは十分あるわけです。

そういういわゆる解釈の、かかっているかかっていないかということの見極めではないかというふ

うに思っておりまして、私先ほどお答えしたのは、コロナに感染しているという状況であれば、保

険証で受診できますよとお答えしたわけでもあります。コロナにかかっていない、その非常に微妙

なところですが、それ以前の場合には、やはり資格証という形での発給でお願いするというふうに

現在もなっているわけでもありまして、その部分については、このご質問の趣旨と私のお答えは、

これは相違はないというふうに私自身理解しているのですが、このコロナ問題については、そのよ

うな形で保険証として適用できますので、ご利用いただきたいと、ご利用といいますか、受診をし

ていただきたいと、こんなふうに思っております。

〇神谷長平議長 大野貞夫議員。

〇13番 大野貞夫議員 これは分からないです、今の説明は。全然納得、ちょっと理解できないです。

私の言った質問に対して、だって聞いている人はみんな分かっていると思いますよ、どういうこと

を言っているかというのは。これ以上これを言っても仕方がありません。ぜひ館林市がやっていま

すので、ちょっといろいろ調べて、できれば検討していただきたいと思います。これから第２波、

第３波というのが来るおそれは十分にあるのですから、そういう観点から言ってもぜひ検討してい

ただきたい。

それから、一番最初の質問に対しての町長の答弁、私はすごく力強く感じましたので、ぜひその

実現のためにできるだけ早く、やっぱり昨日も言われていました、スピードが今何しろ大事です。

そういう観点から、ぜひよろしくお願いしたいと。

以上で質問を終わります。ありがとうございました。

〇神谷長平議長 暫時休憩いたします。

〔午前１０時５９分 休憩〕

〇神谷長平議長 休憩前に引き続き一般質問を行います。

〔午前１１時２０分 再開〕

◇ 小 沢 泰 治 議 員

〇神谷長平議長 12番、小沢泰治議員。
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〔12番 小沢泰治議員登壇〕

〇12番 小沢泰治議員 議席番号12番、小沢泰治です。どうぞよろしくお願いいたします。

６月定例会のしんがりを務めさせていただきますけれども、60分いただいているので、できるだ

けあっちこっち行かないようにしたいと思うのですけれども、私はそれができないので、申し訳な

いのですけれども、町長、副町長、よろしくお願いします。

そういうことで、通告に従いまして、用排水、中小河川、頭に浮かべていただければと思います。

及び沼の浄化についてということです。そういうことで、コミプラもありますけれども、まず公共

下水道施設の現状と、これから非常にお金のかかる、口から最後までということのその最後のこと

が大事なので、その辺があるものですから、取りあえずこれについては、現状について、担当課長

のほうからご説明お願いします。

〇神谷長平議長 山口安全安心課長。

〔山口哲也安全安心課長登壇〕

〇山口哲也安全安心課長 お答えいたします。

現在、町では市街化区域をメーンとした公共下水道事業を進めております。整備に当たっては、

事業認可計画242ヘクタールのうち162ヘクタールが完了しております。新中野地区、明野地区にお

いては、し尿処理施設、コミプラとして下水道施設が稼働しておりますが、施設の老朽化、効率的

な管理の必要性から、令和３年度末を目標に公共下水道への編入を計画しており、また料金改定の

準備をしているところでございます。昨今の人口減少を考慮し、公共下水道と合併処理浄化槽のベ

ストミックスを推進し、汚水処理人口普及率の向上を目指しております。

以上です。

〇神谷長平議長 小沢泰治議員。

〇12番 小沢泰治議員 下水処理につきましては、昔からありますくみ取りから単独浄化槽、合併浄

化槽、コミプラ、これはなくなっていくのでしょうけれども、それと公共下水道ということで邑楽

町についてはあると思うのです。そういう中で、公共下水道を全体に敷設すればいいわけでしょう

けれども、それは初期投資、あるいはその後のランニングコスト、費用等を考えれば、やはりこの

広い邑楽町、過疎というのでなくて、人口密度の低い広い邑楽町においては、非常に非効率なとこ

ろがあることだと思いますけれども、そういう中でこの現状が邑楽町においては非常に低いわけで

す、汚水処理関係の全体を見ますと。そんな中で割合が低い、そういうことで最終的に公共下水道

の目標ですか、どのくらいまでということを考えているのか。水がきれいになるのは公共下水道と、

私は合併槽だと思うのです。そういう中で公共下水道は最終的に全世帯の何割ぐらいになるのでし

ょうか。これは直接お話ししていないのですけれども、課長、分かりますか。お願いします。

〇神谷長平議長 山口安全安心課長。

〔山口哲也安全安心課長登壇〕
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〇山口哲也安全安心課長 お答えいたします。

４割程度の普及を目指し、今現在４割程度が……申し訳ございません。ちょっと資料を持ち合わ

せていないので、また後でお答えさせていただきます。

〇神谷長平議長 小沢泰治議員。

〇12番 小沢泰治議員 課長から今お話ありましたけれども、５割に行かないような状況なのです。

その残りをある意味各家庭が負担しなくてはならないというか、設備投資もしなければならないと

いうのが今後に向けてもそうだったと思うのです。そういう中でぜひ邑楽町の河川、沼の浄化、き

れいな自然を取り戻すためには、合併浄化槽の普及が第一だと思うのですけれども、各家庭施設が

設置する合併浄化槽の利点、利点といいますか、これは本当に邑楽町を対外的に売るのに非常に大

事な施設だと思うのですけれども、町長、きれいな水、川、沼、それについてどのようにお考えで

しょうか。

〇神谷長平議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 きれいな処理水を河川に放流することは、やはり一番必要だというふうに思ってお

りまして、先ほど課長のほうから答弁もありましたけれども、現在令和３年を目途に、これは今コ

ミプラでやっていますので、排水される処理水というのはきちっと浄化されているものが出ている

わけですが、しかしこれを下水道のほうに令和３年にはコミプラから接続をしたいということを考

えておりまして、それからもう一つは、先ほど合併浄化槽の性能が大変よくなっております。単独

槽の問題も、一つの基準ですが、平成25年３月の設置基数を見ますと、合併浄化槽が1,945基、そ

れから単独槽が4,364という、これは平成25年３月の時点ですが、それを令和２年３月で見ますと、

合併浄化槽が2,730、それから単独槽が3,884と、この数字を見ただけでも、いわゆる処理能力の高

い合併浄化槽を取り入れて、きれいな水が河川に排水されているということが分かるかと思います

が、町のほうもこれについては積極的に推進をして、補助金も出しているという状況がありますの

で、きれいな水を排水するように各家庭にお願いはしているところでもあります。

〇神谷長平議長 小沢泰治議員。

〇12番 小沢泰治議員 今町長からお話しいただきました。非常に単独から合併に増えているという

か、移っているということではないのです。この増えているというのは、やはり新築、あるいは建

て替え、あるいはリフォームとか、そういうときに法制上どうしてもしなければいけないという場

面でやっているのが現実かと思うのです。ここでちょっと副町長にお聞きしたいのですけれども、

邑楽町の一番の売り物というか、それが邑楽町中央公民館、邑の森ホールだと思うのですけれども、

そこにいらっしゃる皆さんが、町内の方はあっちこっち車で歩いているから状況分かると思うので

すけれども、そこにいらっしゃる多くの町外の方々が孫兵衛川はどうだとか、そういうことのお話

とかは出たことがあるか、またそれのこういうすばらしい川があるのだから、どうぞ御覧になって
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ください、桜は咲きますしとかということで、そういうのを生涯学習課、当時、昔、としてお話を

してきたことがあるか、その辺についてちょっと過去のことで申し訳ないのですけれども、お聞き

したいのですが。

〇神谷長平議長 半田副町長。

〔半田康幸副町長登壇〕

〇半田康幸副町長 議員が今ご指摘されました中央公民館にいらっしゃる町外からのお客様の声とい

うことですけれども、私が直接孫兵衛川についてお客様のほうから何か声をかけられた、あるいは

言われたというようなことはございません。こちらからということでございますけれども、孫兵衛

川ということに限定したことはございませんが、周りの環境がとてもいいこのおうら中央公園、そ

れからあいあいセンターや図書館等、様々な利便施設もあり、またおうら中央公園は非常にすばら

しい、どのお客様からもすばらしい公園だということでお声をいただいておりますので、ぜひ散策

をしていってください、あるいはそういった施設もぜひのぞいていってくださいということで、ご

案内をしたということは多々ございます。

〇神谷長平議長 小沢泰治議員。

〇12番 小沢泰治議員 確かにそのとおりだと思うのですけれども、狭い意味で非常にすばらしい生

涯学習課としてのお話だと思うのです。邑楽町をぜひ、今は町長と二人三脚、ある意味そういう格

好ですから、邑楽町全体を俯瞰して、財政面もだし、あるいは施策面においても、現在置かれてい

る状況においても、念頭に置いて事に当たっていただければと思うのです。それは、やはり経験に

よっていろいろ方向が違って、得意分野、不得意分野いろいろあると思うのですけれども、全体を

俯瞰する中で邑楽郡、あるいは東毛地区、あるいは群馬県ということを考えながらぜひ取り組んで

いただければと思います。

それで、合併浄化槽を進めている、あるいは推奨しているということで増えているわけですが、

町長、現実にこの増えた数字というのは、現在単独槽あるいはくみ取りの家庭が合併に置き換えを

している、そういうので増えているのは本当にわずかだと思うのです。その辺についてどのような

状況か、建て売り分譲とか新築ということで、もう法制上そうせざるを得ないというのでなくて、

自然増、努力によって増やしている数字ではないと思うのですけれども、その辺はどのような認識

をお持ちですか。

〇神谷長平議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 単独槽から合併浄化槽に切り替えるということについては、これはなかなかそのと

きの状況によって、家を建て替えるとか新規にということとは違った意味での転換になっていきま

すので、その進み具合がどうかということになりますと、新規の設置よりは若干要件が整わないと、

合併浄化槽に移らないというようなことはありますが、町のほうとしては補助金の中で、人槽によ
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って違いますけれども、その補助金を例えば５人槽で、これはおおむねです。５人槽でおおむね70万

円から100万円ぐらいかかるであろうというような数値も平均値で出ているわけでもありまして、

そのうち町のほうからは、転換の場合は40万円を超える補助金を出していると、これは５人槽です

けれども。そういった状況を考えると、やはり単独槽から合併浄化槽に転換をするというような示

しが町としてはできるのではないかと思っておりますが、先ほども数値を申し上げましたけれども、

平成25年から令和２年の数値を見ただけでも、かなりの合併浄化槽への転換も含めて、新規と転換

を含めて増えているということは、私は町民の皆さんがきれいな水を排水する、環境を守るという

ことにつながっているのではないかな、こんなふうに思っておりますけれども。

〇神谷長平議長 小沢泰治議員。

〇12番 小沢泰治議員 確かに大きな金額、５人、７人、10人槽について補助はしてくださっている

のですけれども、現実に自身のことを考えていただいても分かるのですが、町長のうちは合併浄化

槽になっていますか。うちもそうなのです。なっていないのです。なぜならばお金がかかるのです。

補助金はあったとしても、大きな金額があるわけですけれども、実際に自分からお金を出さなくて

はならないというのが約半分くらいは出てしまうわけなのです。50万円補助金もらえるとすれば、

50万円ぐらいはお金を出さないと、単独から合併槽に変えられないのです。そうした場合に、その

50万円というもの、意識の問題もあるでしょう。例えば多々良沼が邑楽町の、あるいは中野沼が邑

楽町のために非常に有効なのだから、すごく前向きな方で、では私も単独から合併槽に変えよう、

50万円かけても変えよう、その意識はなかなか湧いてこないと思うのです。邑楽町のトップの首長

の町長がまだしていないというわけですから、そういうことを考えたら、補助率ですか、補助金、

国と県と町が補助を出しているわけですが、いかがなものでしょうか。さらのお気持ちでお答えい

ただけますか。

〇神谷長平議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 既設の単独槽から合併浄化槽ということになりますと、私のうちの場合は大変敷地

が狭いものですから、なかなか合併浄化槽の敷設をするという、この敷地面積がないということが

一つはあります。これは、もう既に築50年からたっておりますので、当時はそういう形で進めてき

たわけですが、いつの機会には、そういったこともしなくてはならないだろうというふうには思っ

ておりますが、多くの家庭が住宅を造って、新たにリフォームなりで住宅を建て替えたりなんかす

る場合には、これは当然合併浄化槽が大変性能がよくなってまいりましたから、当時と比較すると。

設置をしていただけるのではないかというふうに思っておりますけれども、やはりそういった条件

によっても、既設の既存の単独槽から合併浄化槽に転換をするというのは、大変条件がそろわない

と進まないというのが事実だと思います。それを補助金があるからということで推し進めるという

ことも、もちろん個人の皆さんの判断によるところが多いわけでもありますので、これはそういっ
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た状況の場合にはできるだけこの合併浄化槽ということで、もう今は単独槽ということよりも、全

てが合併浄化槽に移って、本当に性能がよくなったということを何回も申し上げますけれども、そ

の性能がよくなってきて、そういったことも理解されていると思いますので、町のほうでも他の町

よりもかなり多くの補助金を出しているということも、そういうことも考えての状況でもあります

ので、いろいろあった場合は、私どものほうの町のほうからも、そういった推進はしていきたいと、

このように思っております。

〇神谷長平議長 小沢泰治議員。

〇12番 小沢泰治議員 今町長が敷地が狭くてとかという話出ましたけれども、すばらしい環境のと

ころにいらっしゃるわけです。なぜなら一般住宅、建て売りの方も、あるいは注文の方も、農家の

方もいらっしゃいますけれども、そういうことから考えると、多分３倍ぐらい敷地があると思うの

です。道路が拡幅になって敷地が狭くなってしまったからということですか。それよりも何よりも、

今お話が出なかったのですが、多分金銭的なものが私うんとあると思うのです。一般として、町長

は年間1,000万円とか、いろいろ入れると、退職金入れると一千数百万円になるわけですけれども、

一般人からすると、その40万円、50万円というのは大きい数字だと思うのです。町長の口から、ぜ

ひその辺の町長の思いを、50万円補助金はいいですよ。だけれども、100万円かかれば50万円自腹

ですから、その辺を本当の思い、町民の思いはどうなのだろうなというのをお話ししていただけま

すか。

〇神谷長平議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 いろいろ具体的な数字も出されましたが、私が狭いというのは、もう築何十年とた

っている家屋、裏側にどうしても槽をつくるということがありまして、境界から本当に手狭な中で

単独槽だということで申し上げたかったのですが、そういう条件、環境も私は大いにあるだろうと

いうふうに思っています。他の単独槽から合併槽に移らないという町民の皆さんの思いという話で

すが、これはそれぞれのやはり家庭においてです。全て条件が違うと思うのです。お金の問題だけ

ではないと思います。これは、何といっても新しくつくるということについては、今は合併浄化槽

だけしかないかなと思うのですけれども、そういうそのときの、その時代のやはり状況ということ

も私は大いに関係してくると思いますので、町民の皆さんが新しく建て替えをする、新規はもちろ

ん合併浄化槽という話でお願いをするわけですけれども、建て替えをしたり更新をするということ

は、私はそれぞれの町民の皆さんの思いが違うというふうに思いますので、私のほうから金銭的な

ことということよりも、まずはそちらを優先していくのではないかなというふうに、私は思ってお

ります。

〇神谷長平議長 小沢泰治議員。

〇12番 小沢泰治議員 今現在は、法的にもう合併浄化槽以上ではないとですから、全然問題ないの
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です。ただ、単独を合併にしたときの補助金と新築の場合の補助金が違う、それもちょっと不平等

のところがありますけれども、黙っていても合併浄化槽になるわけですから、幾らか出してくれる

だけいいということですけれども、私は補助金が他市町よりも多いから、邑楽町はすばらしいのだ、

いいのだということでなくて、邑楽町全体を考えたら、邑楽町の売りは何でしょうか。そういうこ

とを考えていると、相当の力を入れなければならないと思うのです。昨日中央公民館の問題も出ま

したけれども、中央公民館が１億35万円ですか、今年度の予算が。そういうことをお話しいただき

ましたけれども、公民館活動というのは、活動拠点はなくてはならないです。公民館活動は、すば

らしい環境、いろいろ状況をつくってくれれば、自ら集まってくるところなのです。集まれるので

す。ファンダメンタルズ、基礎的なそれは必要ですけれども、そういう芸術文化、趣味、そういう

のはそういうところだと思うのです。孫兵衛川とか新堀川とか多々良川、そういうことについては、

そういう部類ではないのです。自らが積極的に本当にやってやらないと進まないというのが、特に

こういう汚水だとか雑排水、そういうことについての取組だと思うのです。公共下水道にした場合

の費用のかかり方、あるいは合併槽のかかり方、そして維持管理、合併槽と公共下水道を比較すれ

ば、公共下水道よりランニングコストは低いのではないかなと思うのです。ですから、ぜひ設置を

したくなる、それは邑楽町の環境をよくするのだということを大いに町民に意識改革というか、そ

れをしていただきながら、邑楽町はこうなのですということを町長自らがしながら、嫌なことまで

も町民におっしゃっていただいて、それの下にやはり補助金というか、設置費用を町が全額負担す

るというのもいいのでないかと思うのです。非常に大きな額です。しかしながら、中央公民館でい

ろいろの事業があるわけですけれども、１億35万円ということを考えたら、100万円かかるとして

も相当数の世帯が利用できます。ですから、私がいつもお話しさせていただくのは、税収を増やせ、

そのためには何をすればいいのかというお話ししているわけで、ぜひその取組方を変えていただい

て、町民が自ら合併浄化槽に変えるような方向性を持つような施策を打っていただければと思うの

ですけれども、補助金、補助率のアップだとか、あるいは全額行政で負担するだとか、その辺の考

えはお持ちでしょうか。この財政が逼迫している中で非常に大変だと思うのですけれども、いかが

でしょうか。

〇神谷長平議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 大変申し訳ありませんが、質問の論点といいますか、質問の要旨がちょっと理解で

きないのですけれども、収入の問題と、それに関わるところの費用負担を全額ということでよろし

いのでしょうか。その問題ですと、これは収入のことは別にいたしまして、公費負担全額というこ

とについては、まず今のところ現時点では考えていないと。その理由は、やはり全て公費負担とい

うことが一番いいのでしょうけれども、先ほども申し上げましたけれども、そこの設置されている

環境、状況によって、私は千差万別というか、いろいろだと思うのです。本当に転換をするのに工
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事がやりやすいところ、あるいは排水管がコンクリートの下を通っているとか、いろいろあると思

うのです。そうすると、やはり全額負担するということについては、自らがそれを改善しなくては

ならないような部分までも公費で支出するということになりますと、まさに補助金の支出の公平性

ということにちょっと関わってくるのかなというふうに思っていますので、結論的には先ほど申し

上げた、補助金ということをベースに考えていきたいと、このように思っております。

〇神谷長平議長 小沢泰治議員。

〇12番 小沢泰治議員 結論から言うと、私は各家庭の負担がないように済めば相当普及すると思う

のです。それで、それにはある基準は設けて、何メートルまでは公費負担するけれども、そのほか

は少しは負担してください。そういうのはそれで、各家庭によって違うのですから、例えば50坪の

敷地の方と300坪もある方というのは違うわけで、それはそれでそれなりに考えてもらえればいい

のですけれども、そういうことで今町長がお話しした町としての補助金ということを考えたら、も

う他市町よりも余計に出して、町民のため考えているわけだからということもありますけれども、

多分やる気になればできるのですけれども、不可能だと思うのです。それはどういうことかという

と、町債を発行して、今金利もただに近いですから、そういうことで邑楽町の環境をよくする、邑

楽町の売りをつくるのだということでやれば、そういうことも私はできないことはないと思うので

すけれども、ぜひ国、県、町で基本的な負担についてはちゃんと負担する。例えば公共下水道に直

接放水する、流すということになれば、公共下水道は設置から管理から、相当の費用がかかってい

ます。これは、国費、県費、町費でやるものだと思うのですけれども、そういうことを考えたら、

やはり今回この新型コロナウイルス感染症の問題で非常に疲弊しています、企業から、中小企業、

大企業、そこに勤めている皆さんから。そういうときだからこそニューディール政策ではないので

すけれども、仕事をつくる、金の動きが出ることを進めて、みんなが職に就ける、全体とは言えま

せんけれども、そういう環境をつくる、今回のコロナウイルスの国債発行でなくて、建設国債とし

て発行して財源措置を取り、町としてもそういう格好で町債発行をして、長期間にわたって返済し

ていけばいいわけですから、それには行政として企業誘致、固定資産税の増加、それとお勤めにな

る方の邑楽町への在住、人口の増加、いろいろ考えたら、私は施策の取り方によって、それも十分、

これだけいつもいつも皆さんもお話ししますけれども、環境のいいところですから、できるのだと

思います。それで、ぜひ早急に考えていただきたいのは、孫兵衛川のあのどぶ川、今は田植え時期

ですから水がいっぱいありますので、そんな見た目問題ないような感じもしますけれども、昔はあ

のお掘りで私たちの子供の頃は水浴びというか、水泳というか、水浴びです。そういうことをやっ

て楽しんだわけです。多々良沼についてもそうだと思いますけれども、ぜひそういうのができるよ

うな、できればそれこそ以前議会事務局長をやっていた小倉さんではないですけれども、蛍が飛び

交って、それを邑楽町のセールスポイントにできるような環境をつくり上げていただければと思う

のですけれども、そういうことについて、孫兵衛川を目視して見てみて、それでどんな感じ得られ
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るか、現在見ていると思うのですけれども、その辺のことについてお話をいただけますか。

〇神谷長平議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 まず、環境をよくする、それを保持するということは、これは後世の皆さんへの持

続ということで大切なことだというふうに思っております。それのために環境整備をそれぞれの中

で行っているわけですけれども、孫兵衛川についてのということですが、私はいろいろ生活環境が

変わってきているということも大きな要因かなというふうに思っているわけです。蛍が飛び交うと

いうと、以前私どもが小さい頃は、どこの河川でも大変蛍が飛び交っていたのは私も覚えておりま

す。それを復活というのは、大変これは厳しい状況ではないかと思います。過日、鹿児島県のある

町では、蛍というよりも河川が非常にきれいなところなので、遠くのほうから蛍を見学にというか、

観光で多く来ているというちょっと報道も見た経緯がありますが、そこまで行くということは大変

な努力がこの地域においては必要ではないかというふうに思っております。それを本当に良質な河

川としてこれからつないでいくということについては、私は議員と同じような考え方ではあります

けれども、それをすぐにするということになりますと、非常にこれは大変な状況かなと、しかしや

っていかなければならないというふうに思っておりますが、その問題だけで申し上げれば、私は環

境浄化というのはこれからも進めていく、またそうしていかなければならないというふうに認識し

ておりまして、担当のほうでもそれらに向けて、一つにはコミプラを下水道に接続するとか、合併

浄化槽を進めているとかというのは、その一つの大きな事業でもありますので、ご理解いただきた

いと、このように思います。

〇神谷長平議長 小沢議員、ちょっとよろしいですか。先ほど小沢議員に対して答弁がされていなか

った件について、山口安全安心課長のほうから答弁をします。

山口安全安心課長。

〔山口哲也安全安心課長登壇〕

〇山口哲也安全安心課長 先ほどは大変失礼いたしました。それでは、お答えさせていただきます。

公共下水道事業が将来的にどれくらいカバーできるかということでございますが、接続人口につ

きましては町全体の約33％を目標としております。

以上でございます。

〇神谷長平議長 小沢泰治議員。

〇12番 小沢泰治議員 課長、すみません。伝えていないことまでちょっと深くお聞きしてしまいま

して、すみません。今課長のお話聞きますと33％ですから、67％が公共下水道にはならないという

ことですよね。ということは、町として首長あるいは副町長が相当もう腰に力入れて頑張らなけれ

ば、これの改善はできないです。なぜかというと、狸塚で、あるいは篠塚で、あのように今度住宅

が自由に建つというようなことがあると、それはそこで進みますから、非常にいいことですけれど
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も、あれは町として、課長がいろいろ手続取って大変な思いしたわけですけれども、金銭的にどう

のこうのというのはないわけです。個人の家庭でも同じです。収入がなければ何もできません。そ

ういうことでぜひ町として、いろいろ財源を確保する思いをしっかり考えていただいて、対応して

いただければと思います。

それで、合併浄化槽になるとなぜいいかというと、67％が合併浄化槽になったら、孫兵衛川、多

々良川、みんな河川が、あるいは下水というか、農業用水、そこがきれいになると思うのです。本

当にすばらしい町になると思うのです。町ができ上がると思うのです。そういう中にあるのですけ

れども、ここに平成30年度末の下水処理人口普及状況というのがあるのですけれども、残念ながら、

邑楽町が下から３番目なのです。１番下が板倉町、その次が東吾妻町、邑楽町です。川場村が一番

からずっと来て、川場村は下水道処理人口普及率でいくと88.8％いっています。これは比較して、

こうなのだからやれということではないのですけれども、でもワースト３、人口減少率は東毛地区

でワースト２ですけれども、普及率でいうと群馬県で下から３番目、人口でいって22.6％下水処理

ができているので、それで人口でなくて下水処理の率でいくと16.6％なので、非常にこれを当てに

することはできないと思うのです。ですから、合併浄化槽でここにはみなかみ町からずっと利根川

が走っているわけですけれども、終点がある意味邑楽町であって、あるいは向こうへ行くと板倉町

もありますけれども、ここでいうと邑楽町になるわけですから、その辺本当に真剣に考えていただ

ければと思うのです。

それで、そういうことをすることによって、合併浄化槽を進めれば、堀は川はきれいになります

し、沼もきれいになります。そうすると、自然環境がいいわけですから、先ほどのお話のように水

浴びもできる、あるいは蛍が飛び交う、そういうすばらしい邑楽町のセールスポイントになるよう

な気が私はしているのです。実際そうできると思います。中央公民館邑の森ホールに集まった人た

ちが、先ほど副町長が、町長が言ったかな、すばらしいところだということで、みんな帰ると言い

ますけれども、あそこのさちの池でしたっけ、それが透き通ってみえて、メダカが、あるいはタナ

ゴが泳いでいるというのが分かるような町をぜひつくり上げていただきたいと思うのです。それに

はお金を投入しなければできませんので、それはしていただく。また、保守王国の群馬県ですけれ

ども、自民党、公明党が政権与党でやっていますけれども、そこにじゃんじゃん乗り込んで、それ

で進めていただければ、また補助金を増やす、それは補助金もらうよりも自らそれを生み出すとい

うことが一番だと思うのですけれども、そのようにお願いできればと思うのです。町民の意識改革

も大事、先ほどなかなか変えるというのはいろいろな考えがあるから難しいのかもしれないという

町長の答弁でしたけれども、町民みんなが、例えば中学生に将来何になるのだとかということで、

学校で、教育長、作文とかを書いてもらっていますよね。多分中学１年か２年の頃、書かせるのだ

と思うのですけれども、その中でも多々良沼、あるいはその河川をきれいにしてどうのなんて、俺

が町長になったらどうだとかこうだとかというのが書いてありますけれども、そういうことでぜひ
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意識を持って、まずはお金ですから、それをつぎ込んでいただければと思います。だから、町民の

意識改革、町の現実を直視してもらって、半田副町長、いつも孫兵衛川のぞいていますか。私は、

そんなのぞかないと思うのです。今はまあまあきれいですから、のぞいてみてください。今は最高

にいい状態のときです。ヨシなどが生い茂っていて大変ですけれども、その辺についてはこの間県

議からお話があったので、呼び出されたものですから、その席で早速県に要望を出してくれという

ことでお話ししました。また、地元国会議員のところにも環境問題ということを考えたら、ぜひ力

入れてほしいということでお話、また今環境大臣が小泉大臣ですか、そこにもお話をして、ぜひす

ばらしい日本をつくっていただければと思って話ししたわけですけれども、それでやはり町民の意

識の改革をする。町長の先ほどの答弁で、どうもその人によって違うのだから、どうのこうのとい

うのを町長が自ら先頭立って変えていっていただければと思います。それで、それをすることによ

って、そういう状況ができたならば広報活動をしっかりやる。毎月広報おうらも出ているわけです

から、桜の時期であれば孫兵衛川の桜を御覧になってください、大きく出して町民に訴える、ある

いは近隣市町にも広報おうらも届いているわけでしょうから、邑楽町はこうすばらしいのだってよ

ということで、来たらどぶ川が流れている脇に桜が植わっている、それではちょっとまずいわけで、

そういうこともぜひ合併浄化槽の普及推進を図るということで解決もできますから、力を自らが入

れる気にならなければだめです。前もお話ししましたけれども、休まず、遅れず、働かずという、

町長に質問したのは10年前のことで、それが全然進んでいないわけですけれども、それで合併浄化

槽設置済みの、町として今度はステッカーなり、邑楽町の財産である川、堀、それをきれいにして

沼もということで、浄化槽を設置したならば、その家庭ですか、協力世帯、そういうことでそうい

う合併浄化槽設置済みとかのステッカーとか、その表示をしてあげるのもいいのではないかと思う

のです。それは、選挙のことを考えればマイナスに作用する面もあります。何言っているのだとい

うことでありますけれども、選挙ではないのです。邑楽町をいかによくするか、豊かにするか、公

民館活動も情操教育という文化、それについては非常に役立っておりますけれども、そのほかやは

り邑楽町全体としていい町ができるように、また邑楽町に住みたい、１世、２世、３世までがここ

をふるさととしてここに定住するような施策を打っていただければいいと思うのです、お金をかけ

て。かけないでするのは非常に楽です。家庭でもそうですから、収入を考えないで生活ができれば

うんと楽なのです。今回のコロナの感染症の陰では、非常に困っている皆さんがいらっしゃるわけ

で、そういう方々にも寄り添いながら、邑楽町のこれという資源がない邑楽町ですから、それを現

在の自然を邑楽町の資源となるように施策を打っていただきたいと思うのですが、町長、いかがで

しょうか、金銭面と。

〇神谷長平議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 先ほどのご質問の中に町民の皆さんの意識がいろいろなというお話がありました
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が、私は町民の皆さんの意識ということでなくて、合併浄化槽を設置する場合には、それぞれのご

家庭の環境がいろいろでしょうということは申し上げたつもりなのですけれども、もしそのような

ことで議員がご理解されているということであれば、決して私は町民の皆さんの意識がいろんなこ

とで、そういうことに進まないという思いは私自身持っていませんので、ちょっと発言をさせてい

ただきたいと思います。

そして、先ほどもお答えをいたしましたけれども、環境をよくする、今大変汚れているから、そ

れを浄化しなさい、そのためにまずは汚水を排水しないようにしなさいということは、私は議員と

同じような考え方を持っておりまして、議員の思いということは私は同じ思いではいるわけですの

で、その辺もひとつご理解いただきたいと思うのですが、お金をかけてというお話がありました。

お金をかければということですが、先ほど数字を申し上げましたけれども、例えば令和２年３月の

合併浄化槽と単独浄化槽、この単独浄化槽を3,800ほどありますよというお話ししました。これに

100万円掛けると約38億円ぐらいになると思うのです。そういうことも議員の考え方としてはあり

得るかなと思いますが、やはりそのために収入の源を考えなさいということにつながるのでしょう

けれども、町行政の中ではもちろんそういった環境浄化のための費用負担は考えていかなければな

りませんし、先ほどご質問いただいた議員の考え方と、いろいろあるわけです。それを町民の皆さ

んにトータル的に行政としてサービスといいますか、していかなければなりませんので、この問題

も私は大事だと思っておりますが、広く全体のことを考えますと、なかなかそこまで投資できない

という事実もあるわけでありますので、できるだけ議員のご質問の内容に早い段階で到達できるよ

うに努力をして頑張っていきたいと、このように思っております。

〇神谷長平議長 小沢泰治議員。

〇12番 小沢泰治議員 ぜひ町の施策として、ない袖は振れないということですから、税収を増やせ

るようなことに重点を置きながら、やはりこういう時期ですから、町債発行も私はいいと思うので

す、建設町債。そういうことで邑楽町がすばらしい、この東毛地区で、邑楽町だということになる

ように、今はたまたま見かけというか、趣味あるいは芸術文化、その好みの関係で人が集まってい

るわけですから、悪くはないのですけれども、やっぱり効果というのはあまりないと思うのです。

前の質問のときもお話ししましたけれども、邑楽町の中央公民館、邑の森ホールに人が集まったら、

その皆さんに邑楽町でいろいろ消費してくださいと、あるいは邑楽町こうなのですという、芸術文

化だけでなくあらゆるジャンルで邑楽町の広報活動をしていただければと思います。それで、一番

は皆さんが楽しむのですから、いい気持ち当然なのですけれども、やはり一流の方々を呼んでいろ

いろ活動の事業執行ができればと思います。それと、やっぱり町については、財源確保のために何

したらいいかということだと思いますので、町長、私たち議員も同じ責任があるわけですけれども、

前向きにこれから考えて進めたいと思いますので、町長、まだまだ先があるわけですから、あと７

年ですか、あるので、ぜひ頑張ってもらいたいのですけれども、最後に一言話してもらおうかな。
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〇神谷長平議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 これからも議員のお言葉を励みに一生懸命取り組んでいきたいと思います。

〇神谷長平議長 小沢泰治議員。

〇12番 小沢泰治議員 今日は、何だかちょうどいい時間で終わるような感じで、６月議会のオーラ

スで何となく朗々とこうなったように自分個人は感じているのですけれども、ちょっと耳障りの言

葉もあったと思うのですが、お許しください。どうも今日はありがとうございました。

〇神谷長平議長 これをもちまして一般質問を終結します。

◎散会の宣告

〇神谷長平議長 以上で本日の日程は終了しました。

お諮りします。明日６月11日は議案調査等のため本会議を休会したいと思います。これにご異議

ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇神谷長平議長 異議なしと認めます。

よって、11日は議案調査等のため本会議を休会することに決定しました。

最終日となる12日は午前10時から会議を開きます。

本日はこれにて散会します。

お疲れさまでした。

〔午後 零時２０分 散会〕


